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8-2-1 
技術開発戦略の立案
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優先度：　低



イノベーション
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イノベーション

• 新しい技術の発明や創造的なアイデアを実行に移すこと
で新たな利益や社会的に大きな変化をもたらす変革 

• イノベーションの類型としては4つが挙げられる
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イノベーションの類型
• プロダクトイノベーション 

これまでにない新製品を開発するための技術革新 

• プロセスイノベーション 
生産工程や技術を改良する革新 

• インクリメンタルイノベーション 
段階的に細かい部分改良を加える技術革新 

• ラディカルイノベーション 
従来にはない, 全く異なる価値を市場にもたらす技術革新. 一般に最初はなかなか
評価されない変革
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問題
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解答
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技術経営での価値創出
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技術経営(MOT)
• 技術経営(MOT: Management of Technology)では, 技
術開発を経済的価値に結びつけるためには, 技術・製品価
値創造(Value Creation), 価値実現(Value Delivery), 価値
利益化(Value Capture)の3要素が重要 

• MOTでの価値創出においてポイントとなる概念 

技術のSカーブ 

死の谷(Valley of Death)
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技術のSカーブ
1. 技術開発を行うと, 当初は緩やかなペース
でしか技術進歩が進まない(創世期).  

2. それが, あるポイントを過ぎると急激に成
長する(離陸期).  

3. そしてしばらくすると再び成長が鈍化す
る(成熟期).  

• 古い技術が新しい技術に取って代わる時, 
それぞれのSカーブは非連続であることが
ほとんどで, 技術とともに主役である企業
が交代することが多くある
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死の谷

• 基礎研究を行う企業では, 研究成果が実用化され, 使える
技術として確立するまで時間がかかる 

• そのため, 新規事業として立ち上がる前に資産が尽きて倒
産の危機を迎えることを死の谷と呼ぶ



問題
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解答
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技術開発戦略の立案手順
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立案手順
•技術開発戦略の立案に先立ち, 製品動向・技術動向・標準化
動向などを分析しておく必要がある 

自社の核となる技術であるコア技術を見極めることが大切 

• コア技術以外の技術開発や商品開発にはなるべく手を出さず, 
他社の成功事例などの外部資源を積極的に活用していく必要
がある 

柔軟な技術開発戦略を行うためには, 従来のやり方にとら
われない発想法も大切
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外部資源活用戦略
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外部資源活用戦略
•外部資源を活用する方法 

技術獲得・技術供与・技術連携・M＆A(Mergers and Acquisitions) 

• また産学官連携として, 大学などの教育機関・研究機関と民間企業が連携
して研究開発や事業を行うことによる技術開発も可能 

この時, 大学などが開発した技術などを特許化し, 企業にライセンスを
供与するための組織であるTLO(Technology Licensing 
Organization: 技術移転機関)が大学と産業界の橋渡しを行う 

そのために大学等技術移転促進法(TLO法)が実施されるなど, 国も支援
している
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問題
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解答
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